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冬季特集 � 宰治をめぐって
自殺末遂をくりかえしながらも、 流行作家となるが、 玉川上水に愛人と入水心中をし、 苦悩の生涯を終

える。 現在も、 熱烈なファンが多い太宰治をめぐる本を集めました。
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【荻窪風土記】

井伏鱒二／著 新潮文庫／刊

井伏鱒二は、太宰の先輩作家であり、世話役でもあり、不行跡をく

りかえす太宰にふりまわされることも多かった。初代夫人と離婚

した太宰の再婚相手を探し、結婚式の媒酌人もつとめた。本書に

は、太宰がいた時代の荻窪、天沼の風物、作家たちが交友する様

が、ありありと描かれている。太宰が初めて井伏の家を訪ねたき

了 たとき、ちょうど、釣りにでかけようとしていたところで、いっしょ

に、善福寺川へ釣りにいったが、なにも釣れなかったそうだ。
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【中原中也詩集】

中原中也／著 吉田熙生／編 新潮文庫／刊

太宰は、25歳のとき、檀一雄、山岸外史らと、同人誌『青い花』を

創刊した。中原中也も同人となっていた。檀一雄の『小説太宰治』

（岩波現代文庫）によれば、同人仲間で酒をのんでいるとき、酒癖

の悪い中原が、太宰に、「何だ、おめえは。青鯖が空に浮かんだよ

うな顔をしやがって。全体、おめえは、何の花が好きだい？」など

とからみ、困らせた。酔った中原に、真夜中、家までおしかけられ

たりと、さんざんな目に遭った太宰だが、詩人として、中原のこと

は尊敬していたようだ。『青い花』は創刊号のみで消滅した。

「名作文庫」とは？

下井草図書館では文学、 哲学、 思想、 歴史などの名著名作を文

庫版・新書版で集め、 「名作文庫」 としてご紹介しています。 匿




